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文
京
区
は
、
多
く
の
文
化
人
が
活
躍
し
て
き
た
「
文
の
京
」
で
あ
り
、
「
青
鞜と

う

」
発
祥
の
地
と
し
て
女
性
の
権
利
拡
充
運
動
が
展
開

さ
れ
て
き
た
歴
史
的
地
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
文
京
区
は
、
個
人
の
尊
重
と
法
の
下
の
平
等
が
う
た
わ
れ
て
い
る
日
本
国
憲
法
及
び

男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
理
念
に
基
づ
き
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
の
意
識
や
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
的
慣
行
等
は
今
な
お
存
在
し
て
お
り
、
生
き
方

や
働
き
方
の
多
様
化
が
進
む
中
、
さ
ら
な
る
継
続
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
。 

男
女
が
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
互
い
の
違
い
や
多
様
な
生
き
方
を
尊
重
す
る
社
会

を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
区
民
一
人
一
人
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。 

 
 

 

第
一
章 

総
則 
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（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
男
女
平
等
参
画
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
区
、
区
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
区
の
施
策
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

り
、
も
っ
て
男
女
平
等
参
画
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
用
語
の
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

男
女
平
等
参
画 
男
女
が
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
対
等
な
立
場
で
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。 

 

二 

区
民 

区
内
に
住
む
人
、
働
く
人
及
び
学
ぶ
人
を
い
う
。 

三 

事
業
者 

区
内
に
お
い
て
事
業
活
動
を
行
う
法
人
そ
の
他
の
団
体
又
は
個
人
を
い
う
。 

 

四 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十

一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
つ
き
ま
と
い
等
又
は
交
際
相
手
か
ら
の
身
体
的
な
暴
力
、
精
神
的
な
暴
力
若
し
く
は
性
的
な
暴
力
を

い
う
。 

五 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

性
的
な
言
動
に
よ
り
相
手
方
を
不
快
に
さ
せ
、
そ
の
者
の
生
活
環
境
を
害
す
る
こ
と
又
は

性
的
な
言
動
に
対
す
る
相
手
方
の
対
応
に
よ
り
、
そ
の
者
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
い
う
。 

六 

積
極
的
改
善
措
置 

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
積
極
的
改

善
措
置
を
い
う
。 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

区
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と
し
て
、
男
女
平
等
参
画
を
推
進
す
る
。 
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一 

性
別
に
よ
る
差
別
的
な
取
扱
い
や
暴
力
を
根
絶
し
、
男
女
が
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。 

二 

男
女
が
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
の
意
識
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
自
ら
の

意
思
と
責
任
に
よ
り
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き
る
こ
と
。 

三 

男
女
が
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
社
会
の
平
等
な
構
成
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
方
針
の
立
案
及
び
決
定
に

平
等
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。 

四 

学
校
教
育
、
生
涯
学
習
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
場
に
お
い
て
、
男
女
平
等
参
画
社
会
を
支
え
る
意
識
の
形
成
に
向
け
た
取

組
が
行
わ
れ
る
こ
と
。 

五 

男
女
が
、
相
互
の
協
力
と
社
会
の
支
援
の
下
に
、
子
の
養
育
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
職
場
や
地

域
に
お
け
る
活
動
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

六 

男
女
が
、
妊
娠
、
出
産
等
に
関
し
て
互
い
に
理
解
を
深
め
、
尊
重
し
合
い
、
共
に
生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。 

七 

国
際
社
会
及
び
国
内
に
お
け
る
男
女
平
等
参
画
に
係
る
取
組
を
積
極
的
に
理
解
す
る
こ
と
。 

 

（
区
の
責
務
） 

第
四
条 

区
は
、
前
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
男
女
平
等
参
画
を
推
進
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

区
は
、
男
女
平
等
参
画
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
区
民
、
事
業
者
、
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、

及
び
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
区
民
の
責
務
） 

第
五
条 

区
民
は
、
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
そ
の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動

に
お
い
て
男
女
平
等
参
画
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 
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２ 

区
民
は
、
区
が
実
施
す
る
男
女
平
等
参
画
を
推
進
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
（
事
業
者
の
責
務
） 

第
六
条 

事
業
者
は
、
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の
事
業
活
動
に
お
い
て
男
女
平
等
参
画
を
推
進
し
、
男
女
が
家
庭

生
活
に
お
け
る
活
動
と
職
場
や
地
域
に
お
け
る
活
動
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

事
業
者
は
、
区
が
実
施
す
る
男
女
平
等
参
画
を
推
進
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
禁
止
事
項
等
） 

第
七
条 

何
人
も
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
別
に
起
因
す
る
差
別
的
な
取
扱
い
（
性
的
指
向

又
は
性
的
自
認
に
起
因
す
る
差
別
的
な
取
扱
い
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
性
別
に
起
因
す
る
人
権
侵
害
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

何
人
も
、
情
報
の
流
通
に
当
た
っ
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
性
別
に
起
因
す
る
人
権
侵
害
又
は
固
定
的
な
役
割
分
担
の
意
識
を
助

長
し
、
又
は
是
認
さ
せ
る
表
現
を
用
い
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

第
二
章 

基
本
的
施
策 

 

（
計
画
の
策
定
） 

第
八
条 

区
は
、
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
（
以
下
「
推
進
計
画
」

と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

推
進
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
京
区
男
女
平
等
参
画
推
進
会
議
の
意
見
を
聴

く
も
の
と
す
る
。 

３ 

区
は
、
毎
年
一
回
、
推
進
計
画
に
基
づ
く
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
広
報
及
び
啓
発
並
び
に
教
育
に
対
す
る
支
援
） 

第
九
条 

区
は
、
区
民
及
び
事
業
者
が
男
女
平
等
参
画
の
推
進
に
関
し
理
解
を
深
め
る
よ
う
、
広
報
及
び
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

区
は
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
場
に
お
い
て
、
男
女
平
等
参
画
社
会
を
支
え
る
意
識
の
形
成
に
向
け
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た
取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
等
に
携
わ
る
者
を
支
援
す
る
。 

３ 
第
一
項
に
規
定
す
る
広
報
及
び
啓
発
並
び
に
前
項
に
規
定
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、
区
は
、
必
要
な
調
査
研
究
並
び
に
情
報
の
収

集
及
び
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
家
庭
生
活
と
社
会
活
動
の
調
和
） 

第
十
条 

区
は
、
区
民
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
子
の
養
育
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
職
場
や
地
域
に
お

け
る
活
動
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
多
様
な
生
き
方
を
選
択
し
、
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
積
極
的
改
善
措
置
） 

第
十
一
条 

区
は
、
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
の
意
識
が
残
る
と
認
め
る
場
合
又
は
男
女
の
参
画
す
る
機
会
に
不
均
衡
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
積
極
的
改
善
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
災
害
対
応
に
お
け
る
配
慮
） 

第
十
二
条 

区
は
、
災
害
等
へ
の
対
応
（
災
害
等
の
発
生
に
備
え
る
対
策
を
含
む
。
）
に
お
い
て
は
、
男
女
双
方
の
視
点
に
配
慮
す
る

も
の
と
す
る
。 

 

（
拠
点
施
設
） 

第
十
三
条 

区
は
、
文
京
区
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
四
年
三
月
文
京
区
条
例
第
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
文
京
区
男
女

平
等
セ
ン
タ
ー
を
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
す
る
。 

 
 

 

第
三
章 

文
京
区
男
女
平
等
参
画
推
進
会
議
等 

 

（
推
進
会
議
） 

第
十
四
条 

男
女
平
等
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
調
査
し
、
又
は
審
議
す
る
た
め
、
区
長
の
附
属
機
関
と
し
て
、
文
京
区
男
女
平
等
参
画

推
進
会
議
（
以
下
「
推
進
会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

２ 

推
進
会
議
は
、
区
長
の
諮
問
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
。 
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一 

男
女
平
等
参
画
に
係
る
人
権
の
尊
重
及
び
暴
力
の
根
絶
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

男
女
平
等
参
画
社
会
を
支
え
る
意
識
の
形
成
に
関
す
る
こ
と
。 

三 
家
庭
生
活
と
社
会
活
動
の
調
和
の
実
現
に
関
す
る
こ
と
。 

四 

推
進
計
画
に
関
す
る
こ
と
。 

五 

そ
の
他
区
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
項 

３ 

推
進
会
議
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
男
女
平
等
参
画
の
推
進
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
項
に
つ
い
て
区
長
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
苦
情
申
立
て
） 

第
十
五
条 

区
民
及
び
事
業
者
は
、
区
に
対
し
、
区
が
関
与
す
る
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
施
策
に
係
る
苦
情
を
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
。 

２ 

区
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
苦
情
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
推
進
会
議
の
意
見
を
聴
い
て
、
処
理
す
る
も
の
と

す
る
。 

３ 

区
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
苦
情
を
申
し
立
て
た
者
に
係
る
情
報
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、

公
平
か
つ
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
四
章 

雑
則 

 

（
委
任
） 

第
十
六
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
区
長
が
別
に
定
め
る
。 

  
 

 

付 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


